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・⼈材の過不⾜の状況は業種による差異が⼤きい。

・全体の50%が「人材不⾜」としている。

・「建設業」、「飲⾷業」、「不動産業」、「IT関連業」では、

⼈材が「不⾜」としている事業者が60%を超えてい

る。

・⼈材不⾜に対する取り組みでは、「正社員の採⽤」

が最も多く、社員の能⼒開発による生産性向上、有

期雇用社員の採用、業務プロセスの⾒直しによる業

務効率化が多くなっている。

・全ての業種でコストが増加したとする事業者の割

合が50％以上と多い。

・コスト増加分の価格転嫁の状況は業種による差異

が⼤きい。

・価格転嫁ができていない事業者の割合は、「卸⼩売

業」、「製造業」では⼩さく、「サービス業」、「飲⾷業」、

「理美容業」では⼤きい。

・ＩＴツールの活⽤は全体の50%の事業者が「活⽤で

きている」としている。

・業種による差異が⼤きく、「製造業」、「飲⾷業」、「理

美容業」では少ない。

・ＩＴツールの活⽤上での課題としては、「コストの負

担が⼤きい」が最も多く、「運⽤・推進の⼈材がいな

い」、「導⼊効果が把握できない」等が課題となって

いる。

・賃⾦引上げの状況は業種間での差異が⼤きい。

・「引上げを⾏った」事業者が全体の50%を超えてい

る。

・「建設業」、「卸⼩売業」、「不動産業」、「IT 関連業」で

は「引き上げを⾏った」事業者が多く、「製造業」、

「サービス業」、「飲⾷業」では少ない。

・賃⾦の引き上げをしない理由としては、「業績⾒通

しが不透明」が最も多く、「賃上げに⾒合う価格転嫁

ができていない」も多い。

（１）調査期間

２０２４年９月～１２月

（２）調査方法

調査業務委託（相手先：一般社団法人町田市経営診断協会）

（３）調査内容

①アンケート調査

事前ヒアリングで関心が高かった下記の内容について、町田商工会議所の事業者アンケート（８月～９月実施）の結果を活用して分析する。

・売上とコストの状況

・人材過不足の状況

・ＩＴツール活用の状況

②関連調査

上記①の項目について、経済センサス等の各種統計調査の結果をもとに、町田市の状況を調査・分析する。
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